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論文内容の要旨
本研究は，近年社会問題になりつつある児単虐待を主題にしたものである。全国の児童相談所が扱った
児童虐待件数は， 1996年の調奇では4100件であり毎年増加し続けている。
本研究では.児童虐待への取り組みの中で初期対応に焦点をあてた。児童相談所は.子どもを親から分
離する必要のある時には.児童を一時保護することができる。 ー時保護が必要でなければ，在宅で指導す
る。また一時保護後，施設への措置決定をしたり，家庭復帰させて，さらに指導を継続するなどの場合が
ある。これらは児童福祉でいうところのソーシャルワーク・プロセスである。一時保護決定や，在宅決定
を決定していくプロセスは，ソーシャルワークにおいては，アセスメントと定義づけられる。アセスメン
トは「ソーシャルワーク援助において問題の所在を明らかにし.情報の収集，情報の統合化，解決しうる
援助計画をたてる」ことを意味する。児童虐待のアセスメン卜・プロセスの初期段階の目的は，チどもの
安全を優先する方向に導くことである。近年.児童相談所が担当しながら，初期のアセスメントが不十分
なため，あるいは一時保護が必要かどうかという判断決定があいまいであるために児童を死亡させた事例
が多くあり， i子どもの安全Jを判断するための指標の晶f立が望まれている。それ故に本研究では，1)児
童虐待を飯う児童相談所が児壷を一時保護をする場合，どのような要因から決定判断を行っているのかを
明らかにしたo 2)ソーシャルワーカーの決定判断要因項目に共通する要素を抽出したの 3)アセスメント過
程に役立てる枠組みとして一時保議決定の指標を作成し，その指標を実際に使用して，指標の有効性や問
題点を検討したのこれらは，わが国において初めての試みであり.児童相談所のソーシャルワーカーの抗
動内容や岩見を多く取り入れであるひ
本論文において.第・掌では初期アセスメントを研究課題とする広義について述べた。そして，児童虐
待の定義と，児童虐待発生要因のtJ!!え方について検討したじ先行する米国の児童保護機関のアセスメント
を検討しリスクアセスメント指標が利用されていることについて述べた。第よi主主ではリスクアセスメント
出様の実践モデ、ルの基本型を概観し，その評価について検討した。第三章では，日本におけるアセスメン
ト・プロセスを検討した。そして，時保護に対するリスクアセスメント指標研究の重要性を指摘した。
第四章から第六章では，児童虐待事例の一時保護の決定要肉について行った調査について述べた。第一
向調査では.一時保議決定には了どもの状況を尊重するという意識の高いことが明らかになった。またソ
ーシャルワーカ一個々の回答にばらつきのあることが判った。
第て同調査では， ー時保護決定判断瑞目がどういった要素で成り立っているのかを全国調査に基づき因
子分析したc その結果，子どもの一時保護決定判断項同には，第 1因子に家庭の状況，第 2因子に親の養
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育態度，第 3因子に援助可能性，第4因子に機関からの情報.第5，第6因子に子どもの状況が共通した
要素として抽出されることが判ったο
第三回調査では.一時保護決定を判断するための指標を試作し実際の受昭事例に対してこの指標を専
門職である大阪市，大阪府の児童相談所のソーシャルワーカーに利用してもらい.保護決定と在宅決定に
いたる要因を分析した。
第七草では過去事例jに対し本論の指標を利用して分析した。海外の指標と比較し本指標が信頼性の高い
ことを示した。第八章では全国児童相談所長会調査等の比較において，本指標での項目の選択が妥当であ
ることを証明した。
本研究の意義は，実際の事例に対してアセスメント指標を応用することにより，保護決定の判断要因に
ついての実態を把握したことである。その結果に基づいて， 25項目の指標を新たに提示したことも意義が
大きい。しかしこれらの項目は，今後も事例の積み重ねの過程で検証されていくものであり，あくまで
も一つのモデルを提示したに過ぎない。したがって，個々の事例についてはソーシャルワーカーの総合的
判断にゆだねられる。また，ソーシャルワーカーが指標を使いこなすためには知識や面倭技術.訓練など
の専門性が必要である。一時保護決定の指標であるリスクアセスメント指標は，在宅事例の再アセスメン
トの場合にも利用しうるものである。
論文審査の結果の要旨
本研究は，近年，社会問題になりつつある兎童虐待とそれに対応する一時保護のアセスメントを主題に
したものである。
本研究は，児童虐待への取り組みの中でも，特に初期対応に焦点を当てている。これは，申請者が長年
子どもや家族の危機的対応に関心を抱き，また1990年から児童虐待防止協会の活動に参加し実際に初期
対応の重要さを実感してきたことによる。
近年，児童相談所が拘当しながら，初期のアセスメントが不十分なため，あるいは←時保護が必要かど
うかという判断決定があいまいであるために児童を死亡させた事例が多くあり. r子どもの安全」を判断
するための指標の確立が望まれているのそれ故に本研究では.1)児童虐待を摂う押‘童相議所が児童を一時
保護をする場合，どのような安図でその決定判断を行っているのかを明らかにし 2)ソーシャルワーカー
の決定判断要凶項目に共通する要素を抽出し 3)アセスメン卜過程に役立てる枠組みとしてーー時保護決定
の指標を作成し実際にその指標を使用して，指標の有効性や問題点を検討している。
このために実際にソーシャルワーカーの活動内容や怠見に基づいて験討を行っており.このような実証
的研究はわが国において初めての試みと言えようっ
第一章では，初期アセスメントを研究で取りJ.げる意義について述べているc そして.児童虐待の定義
と.児童虐待発生要因の捉え方について検討している。
第三章では，アセスメント研究で先行する米国の取り組みについて検討している。第三章では， 1950年
から出版されている児電相談所の事例集をもとに，日本におけるアセスメント・プロセスを検討しているの
第四章では.児童虐待事例のーー時保護の決定要閃をソーシャルワーカーがどのように認識しているかを把
梶するための調査を行っている。そして実証的俗事例を次章以降分析しさらに第九章では，本研究の意
義と課題について述べている。本研究の意義は，実際の事例に対してアセスメント出標を応用することに
より，保護決定の判断要因についての実態を把握したことであるυ
一時保護決定の指標であるリスクアセスメント指標は，今後，(f.古事例への同アセスメントの場合にも
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利用しうるのその際，事例によっては児童相談所以外に関わっている機関があることを考慮すれば.今後.
児童虐待検討チームを結成し定期的な在宅事例の検討を行う場合にも.この指標が有用となるであろう。
本論文は申請者の長年の児童虐待に対する実践と研究が実ったものであり，児童虐待の概念を明慌にし，
それに対応する児童-相談所の一時保護のためのアセスメン卜指標の作成を試みたことにより，今後のわが
国の児意福祉実践に・つの道を与えたことは，創造的な研究として評価されるものである。
よって学術博世の学位を受けるに値する論文と判断する。
《?? ?
